
■地域密着型金融の取り組み
地域密着型金融の取 り組みを推進 していくための態勢整備と経営力強化に努め、経済状況の厳 しい中、中小企業金融の円滑化 と地域利用者の

利便性向上に注力するとともに社会貢献活動に積極的に取 り組みました。

地域密着型金融機能を一層推 し進め、お客さまの視点に立った顧客保護および地域の利用者の満足度を重視 した金融機関経営の確立と健全性

の高い組合を目指 してまいります。

■賞付の条件変更等の実施状況
平成2]年 12月4日に施行された 「中小企業金融円滑化法」に基づき、金融の円滑化に取り組んだ結果、以下の実績となりました。 (単 位 :百万円、件)

地域密着型金融の取り組み状況 (23年 4月 ～24年 3月 )

項

　

目

■ライフサイクルに応じた取

引先企業の支援の一層の強化

・経営改善支援

■地域の情報集積を活用した

持続的な地域経済への貢献

・地域活性化につながる多様な

サービスの提供

■事業価値を見極める融資手

法をはじめ中小企業に適した

資金供給手法

■地域の情報集積を活用した

持続的な地域経済への貢献

タ
イ
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金融円滑イし法の再延長に伴う

経営改善の支援活動

「だいしん中町会」による
ビジネスマッチング

目利き能力の向上、人材の育成 地域社会への貢献・還元

（経
緯
）

動
機

顧客の業績アップによる

ランクアップ

地域経済への貢献 経営改善等の相談業務の充実と

倉」業支援対策

環境保護(省エネ)・福祉活動の積

極化

取
り
組
み
内
容

各営業店から、年間12先を「活動要

領」に基づき抽出し「だいしん機能強

化委員会」にて経営改善について検

討し、支援態勢を構築する。

代表者個人を含めた実態修正によ

りお客様の内容把握をしており、金

融円滑化法の再延長から、積極的

に対応する。

・会員相互の親睦を図り、併せて

会員の事業の発展を期する。
・会員間のビジネスマッチング。

全信中協主催の外部研修講座受講

経営改善計画策定講座   3名

個人ローン獲得推進講座  2名

企業財務分析講座     2名

上記研修の受講後、組合内にて

フィードバック研修

当組合職員による財務分析の勉強

会開催により、目利き力の向上を

図る。

社会貢献活動の一環として、環境問
題に恒久的に取り組む。
・節電対策の実施
・海岸清掃活動

成
果

（効
果
）

11先の抽出の中、外部機関との連

携から、専門家の派遣により、効果

的な改善策が提案された。

会員間の紹介にて1件の成約がで

きた。

創 業支援 融 資の実績 は上がらな

かつたが、継続 的な研修 を実施 し

ている。

省エネ活動前年対比10°/。の節電目

標を掲げ、照明の間引き、冷暖房の

設定温度の調節等の結果、昨年対

比で131%の 成果が上がった。
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【評価】

だいしん機能強化推進委員会により

積極的に経営相談。経営指導及び

経営改善に関する支援を営業店・本

部が協力して実施している。

【今後の課題】

経営者よりご協力が得られにくい面

もある。改善計画策定支援も含めた

支援活動が必要である。

【評価】

だいしん中町会の会員間では信頼

関係も醸成されており小規模な事業

紹介が可能となっている。

【今後の課題】

長引く不況の影響もあるが、ビジネ

スマッチングの規模拡大の問題。

【評価】

本来の金融仲介業の機能を発揮す

るため、目利き力の向上が不可欠な

ところながら、十分な対応となってい
4ない。

【今後の課題l

継続的な研修と外部機関との連携

による人材育成。

【評価】

「省エネ」活動は恒久的なものと捉

え、平成20年1月より実施しており、

特に23年度は上記の成果を上げら

れた。

【今後の課題】

地元経済への貢献。

備
考

債務者が中小企業者である場合
項 目

平成22年 3月末 平成23年 3月末 平成24年 3月末

金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数

貸付 けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権 428 57 11974 144 2,879 207

うち、実行に係る貸付債権 348 48 1,570 129 2,678 190

うち、謝絶 に係 る貸付債権 0 0 8 1 20 3

うち、審査 中の貸付債権 59 7 256 22 5

うち、取 下 げに係 る貫付 債 権 20 2 138 6 158 9

うち、信用保証協会等による債務 の保証を受けていた資付 債権のうち実行 に係る貸付債権 276 36 715 91 1,054 133

うち、信用保証協会等による債務の保証を受けていた貸付債権のうち謝絶に係る貸付債権 0 0 8 1 20 3

債務者が住宅資金借入者である場合

項 目

平成22年 3月末 平成23年 3月末 平成24年 3月末

金 額 件 数 金 額 件 数 金 類 件 数

貸付 けの条 件 の 変 更 等 の 申込 みを受 けた貸 付 債 権 60 5 176 290 23

うち、実行 に係 る貸付債権 52 3 173 13 290 23

うち、謝絶に係る貸付債権 0 0 0 0 0 0

うち、書査 中の貸付債権 7 2 2 1 0 0

うち、取下げに係 る貸付債権 0 0 0 0 0 0
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